
都市計画課

総務・企画担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B5
出歩きやすいまちづくり推進事業 土木費 出歩きやすいまちづくり推進事業費

なし 宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 3,716 3,716 △3,429

前年額 7,145 7,145

平成30年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

都市計
画費

都市計画総務
費

事 業
期 間

平成25年度～ 根 拠
法 令平成33年度

　人口減少・超高齢社会の到来に対応するため、都市機
能を集約した拠点を形成し、その拠点間を公共交通によ
りスムーズに移動するとしたコンパクト・プラス・ネッ
トワークの都市構造の考え方に基づき、公共交通の利便
性の向上を図る。

（１）出歩きやすいまちづくり推進事業　　3,716千円

（１）事業内容
　　　　身近な公共交通の一つであるバス交通に着目し、誰もが出歩きやすく、地域とつながりやすいまちを目指し、
　　　官民が連携した取組を実施する。

（２）事業計画
　　　　出歩きやすいまちづくり
　　　ア　「バスまちスポット」（バス停留所の近くで、バスを気軽に待てる施設）や、
　　　　　「まち愛スポット」（バス停留所まで歩くときに、途中で休憩できる施設）の登録
　　　イ　「バスまちスポット」「まち愛スポット」利用者実態調査
　　　ウ　「出歩きやすいまちづくり」のあり方を検討

（３）事業効果
　　　　誰もが自由に移動でき、出歩きやすく、地域とつながりやすいまちになり、安心して健康に暮らし続けること
　　　ができる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　　県、市町村、バス事業者、小売事業者等からなる官民連携の「出歩きやすいまちづくり推進会議」を設置して
　　　いる。

　（県10/10）

（１）事業費に係る人件費　　　
　　　　　 7,600千円（0.8人）　
（２）組織の新設、改廃及び増員　なし

前年との
対比

― 都市整備部 B5 ―
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